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FDネットワークを評価する   
－FDネットワーク“つばさ”の一年を振り返って－  





























































る大学間でFDを発展させることができる。   
“つばさ”は，平成20年3月28日に結成式が   
ー38－  










































いることになる。   
FDシンポジウムでは，岡山大学教育開発センタ  
ー教授の橋本勝氏から，「学生参画型の教育改善：挑   
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と思っています。  
設問3について  
・これまでの学校（高専）では見られない授業を見   














・尻上がりに盛り上がっていった印象でした。一番   
驚いたことは受講している学生の態度が良かった   
（授業に集中していた）ことです。最初に席順を   
指定した（知り合い同士の組み合わせにならない   
ように？）工夫は適度な緊張が保てた要因だと思   
います。これは大いに参考にしたい。  
・とてもきびきびとしたテンポで次から次へと進ん   
でいた。パートナー同士が，ためらわずに会話し   
たには驚きました。言語材料がPower Po血tで   
提示されるので集中できる。ノートを取らないの   
で先生の説明に集中できるのは素晴らしい。  
設問2について  
・ヒアリングテープを10回も繰り返し，さらにそ   
の都度「まだ聞きたい人は？」と確認しながら進   
める（親切だと学生が感じるであろう）配慮は参   
考にしたいと思いました。  
・どうしても黒板に文字を書く（ノートに写す）こ   
とと，話しを聞くことと，考えることがごちゃま   
ぜになり，ポイントがぼやけてしまう。  
設問3について  






微笑ましかったです。   
先生の指示に従って学生が活動している授業を大  
学で見たのは初めてです。ありがとうございました。  






3－1．公開授業と検討会   
公開授業と検討会の事後アンケートには，次のよ  
うな設問項目がある。   
設問1今回の授業の感想を自由に記述してく  
ださい。   
設問2 今回の授業を公開・参観して，御自身  
の授業をどのように振り返られまし  
たかb何でも，自由に記述してくださ  
い。   
設問3 公開授業・検討会はいかがでしたか。  




・武道を取り入れていることに感心しています（学   
生が集中し手裏剣，吹き夫，弓には工夫して楽し   
んでやっていることに）。学生の反応を見て，その   
都度個別に説明されていることで学生の楽しさが   
伝わってくるように思います。  
設問2について  
・学生の集中力をどのように高めるかが大事である   
こと，工学系の科目にも取り入れる工夫をしたい  
●教養教育科目（学際・総合領域）の授業  
設問1について   
－40－  
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・「必勝法」という科目のネーミングが了解困難でし  
たが，「教養」ということを中心に組み立てられた教  































































感じていました。   












らこそ気づくもの，発見するものもあるはずである。   
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（6）プログラムⅡ 理想の大学をつくる  
5（1名），4（4名■），3（0名），2（0名），   
1（0名），無回答（2名）  
（7）プログラムⅢ 授業名と目標，内容の作成  
5（2名），4（3名），3（1名），2（0名），   
1（0孝●），無回答（1名．）  
（8）プログラムⅣ シラバスの完成  
5（1名），4（3名），3（2名），2（0名），   
1（0名），無回答（1名）  
（9）参加者の相互交流  




5（3名），4（5名），3（1名），2（0名），   
1（0名）  
（2）学生を中心とする教育・授業の発展  




5（1名），4（4名），3（3名），2（0名），   
1（0名），無回答（1名）  
（4）所属大学に対する主体的な参画意識  
5（2名），4（3名■），3（4名．），2（0名），   
1（0名）  
（5）プログラムⅠ自分を知る，自分を語る，他   
人（同僚・学生）を知る…  
5（2名），4（4名），3（2名），2（0名），   
1（1名）  
（6）プログラムⅡ コーチングとFDと  
5（1名），4（3名），3（3名），2（0孝一），   
1（2名）  
（7）プログラムⅢ こんなときどうする？－参加   
型授業を目指して－  
5（0名），4（5名），3（2名），2（2名．），   
1（0名．）  
（8）プログラムⅣ 授業力の向上   
－わかりやすい授業を実現するために－  
5（8名），4（1名），3（0名），2（0名），   
“つばぎ’における公開授業・検討会では，これら  
の点を重要視している。  
















設問3 今回のセミナーにおける次の各項目につい   
て，個人的な収穫度（意欲，理解，応用など）を   
5段階で評価し，○で囲んでください。  


















山形大学高等教育研究年報 第3号 2009年3月  
1（0名）  






設問4 今回のセミナーを5段階で評価し，○で囲   












（4）グループ学習による体験型のFD合宿セミナ   






























設問5 このセミナーにおいて，良かったと思う点  
・参加者の意識が高かったので，たくさん刺激を受   
けられました。  
・他大学の教員との交流が図れたこと。自分の疑問   
に思っていることや，考えなどを他大学の教員に   
質問したりしながら情報を取り入れることが出来   
た。  
・専門外の先生方と話ができ良かった。  




・他大学の先生方との交流がはかれたこと。FDの   
視点で考えることを実感できたこと。自分自身の   
授業を再考できたこと。  
・グループ形式で他大学のいろいろな先生方の意見   
を聞けたこと。周りの環境は最高であった。自然   
が多く，日常業務から完全にはなれて，合宿（FD）   
に専念できたこと。楽しいと思えたこと。  
・2日目のセミナーは大変よかった。勉強になりま   
した。  
・合宿形式で行うところ。参加者のコミュニケーシ   
ョンが多いところ。  




設問6 このセミナーにおいて，良くなかったと思   
う点（改善すべき点）   
省略   
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設問7 このセミナーに参加して．これからの自分   
の授業並びに教育活動をどのように展開していこ   
うと考えていますか。  
・グループ学習の形は難しい教科を担当しています   
が，部分的に導入できるよう工夫して見るつもり   
です。教員間のコミュニケーションを活発化する   
ために，今回の経験が生かせればと思います。  
・双方向授業を取り入れるように考えています。  
・グループワーク（演習）形式で，授業を展開する   
際の役割分担や流れなどを，この回のセミナーか   




・是非，グループ学習も取り入れて見たいと思いま   
す。  
・セミナーに参加に熱い思いがこみ上げている今，   
今までなかなかできなかったことに本気で取り組   
もうと思っています。  
・学生と教員の双方向のやりとりができる授業がで   
きるよう改善していきたい。評価方法，授業の流   
れを，ガイダンス（授業の最初）に明示したい。  
・2日目のセミナーでのことは明日からも使いたい。   
2 日目のセミナーは大学の教員全員に参加させた   
い。  
・自分の授業よりも，FD担当者として，学内のFD   
体制，システムづくりに活かしていきたい。  
・双方向授業をグループワーク，カードを使った授   
業を取り入れたい。  
・得られた知識を生かしたい。  
設問8 御自由に感想を書いてください。   
省略   
3－3．FDワークショップ   
FDワークショップの事後アンケートの結果を以  
下に記す。  
設問1所属部局   
省略  
設問2 氏名   
省略  
設問3 今回のワークショップに参加して満足され   
ましたか   
満足（9名．），まあ満足（3名），少し不満があ  
る（0名），不満である（0名），その他（0名）  
設問4 基調講演に参加していかがでしたか   
良かった（11名），まあ良かった（1名），少し   
不満がある（0名），不満である（0名），その   
他（0名）  
設問5 ラウンドテーブルに参加していかがでした   
か   
良かった（8名），まあ良かった（4名），少し   
不満がある（0名），不満である（0名，），その   
他（0名）  
設問6 全体会に参加していかがでしたか   
良かった（5名），まあ良かった（5名），少し   
不満がある（1名），不満である（0名），その   
他（0名）、無記入（1名）  
設問7 次回もワークショップに参加しますか   
参加したい（9名．），どちらとも言えない（3名），   
参加しない（0名）  
設問8 今回のワークショップについて良かったと   
思う息 印象に残った点をあげてください。  
・グループディスカッションで現場の先生の生の声   
が聞けてよかったです。又，グノレープディスカッ   




































になくてはならない内容であり，できる範囲で取   
り組めるよう報告をしたいと思います。各大学が，  
各大学のFDを実践でき，つぎに繋げられるよう，  
大学に携わるものが元気に，活力でがんばりたい   
です。  
・沖先生の基調講演の観点別教育目標のCPの話か  






















◆全体   
大変満足している（25名），少し満足している   
（23名），あまり満足していない（1名），まっ  
たく満足していない（0名），回答なし（1名），   
「大変満足している」と「少し満足している」  
の間（2名）  
◆教員   
大変満足している（10名），少し満足している   
（4名），あまり満足していない（0名），まっ  
たく満足していない（0名），回答なし（0名），   
「大変満足している」と「少し満足している」  
の間（1名）  
◆事務職員   
大変満足している（5名．），少し摘足している（3   
名），あまり満足していない（1名），まったく   
満足していない（0名），回答なし（0名）  
◆学生   
大変満足している（10名），少し満足している   
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（16名），あまり満足していない（0名），まっ   
たく満足していない（0名），回答なし（1名），   
「大変満足している」と「少し満足している」  
の間（1名）  
設問1－（2）参加された感想をお聞かせください。   
省略  
設問1t（3） 今後，どのようなテーマの講演をお望   
みでしようか？   
省略  
省略  
設問2－（3） 今後どのようなテーマの講演をお望   
みでしょうか？   























設問2－（1） 満足度はどの程度ですか？  
◆全体   
大変満足している（24名），少し満足している   
（16名），あまり満足していない（5名），まっ  
たく満足していない（0名．），回答なし（3名），   
「大変満足している」と「少し満足している」   
の間（3名）  
◆教員   
大変満足している（6名），少し満足している（4   
名），あまり満足していない（2名），まったく   
満足していない（0名），回答なし（1名），「大   
変満足している」と「少し満足している」の間   
（2名），「少し満足している」と「あまり満足  
していない」の間（1名）  
◆事務職員   
大変満足している（4名），少し満足している（4   
名），あまり満足していない（0名■），まったく   
満足していない（0名），回答なし（1名），「大   
変満足している」と「少し満足している」の間   
（1名），「少し満足している」と「あまり満足  
していない」の間（1名）  
◆学生   
大変満足している（14名），少し満足している   
（8名），あまり満足していない（3名．），まっ  
たく満足していない（0名），回答なし（1名），   
「大変滴足している」と「少し満足している」   
の間（2名），「少し満足している」と「あまり   
満足していない」の間（1名．）  
設問2－（2）参加された感想をお聞かせください。  
4．考察   
以上，分析してきたように，“つばさ”の事業は概  
して加盟校からの参加者にとって有意義なものとな  









ものであり，直接的に自校のFDに役立つものを求   
－46－  






























































杉原真晃「FDネットワークに対する期待と課題－   
一束日本地域の大学等へのFDの現状・ニーズ   
調査の分析－」『大学教育学会誌』，30（2），164  
～168頁，2008年．  
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